
アメダス観測所の再配置 

 

気象庁は、平成 21 年度、防災業務への活用を図るためアメダス観測所の再配置を行

いました。 

福岡管内でも観測環境等が悪化した観測所（13 か所）を移設するとともに、これま

で冬期に観測できなかった無線ロボット雨量観測所の移設・有線化（７か所）を行い、

降水量の通年監視を可能にしました。 

現在、九州・山口県内に設置しているアメダス観測所（気象官署含む）は 181 か所

です。 

 

 

表１ 移設した観測所（13 か所） 

種   類 旧観測所名（所在県） 新観測所名 

雨量観測所 九千部山（福岡） 早良
さ わ ら

脇山
わきやま

 

 長野山（山口） 鹿野
か の

 

 諫早（長崎） 諫早
いさはや

 

 和多田（佐賀） 鳥栖
と す

 

 見立（宮崎） 日之影
ひ の か げ

 

 中小屋（宮崎） 都農
つ の

 

４要素観測所 

・降水量 

・気温 

・風向風速 

・日照時間 

防府（山口） 防府
ほ う ふ

 

佐伯（大分） 佐伯
さ い き

 

口之津（長崎） 口之津
く ち の つ

 

枝去木（佐賀） 唐津
か ら つ

 

白石（佐賀） 白石
しろいし

 

南小国（熊本） 南小国
みなみおぐに

 

古江（宮崎） 古江
ふ る え

 

 

表２ 有線化（移設を含む）した無線ロボット雨量観測所（7 か所） 

旧観測所名（所在県） 新観測所名 

桜山（山口） 東厚保
ひ が し あ つ

 

長浦岳（長崎） 長浦
ながうら

岳
たけ

 

権現山（佐賀） 北山
ほくざん

 

間の谷山（熊本） 山都
や ま と

 

池の尾（宮崎） 野尻
の じ り

 

入来峠（鹿児島） 八重山
や え や ま

 

紫尾山（鹿児島） 紫
し

尾山
び さ ん
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諫早

九州、山口県のアメダス観測網 
●：４要素（降水量、気温、風向風速、日照時間）

■：３要素（降水量、気温、風向風速） 

▲：１要素（降水量） 

● 新観測所名(旧観測所名) 

 移設の前後で名称に変更がない

観測所は緑字で示しています。 




